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NY-198の 外眼部感染症に対する臨床効果の検討
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新キノロン系合成抗菌剤NY-198を 外眼部感染症29症 例に300～600mg/日,3～16日 間投与 し,次

の成績を得た。

1. 29例 中著効5例,有 効20例,無 効4例 で,有 効率は86.2%で あった。無効の4例 は,慢 性涙嚢

炎の症例であった。

2. 検 出菌に対するNY。198の 細菌学的効果は,norfloxacin, enoxacinと ほぼ同等であった。

3. 副作 用は認められなかった。

新キノロン系合成抗菌剤NY-198を,瞼 板腺炎(炎症性

霰粒腫を含む)を はじめとする外眼部感染症29症 例に投

与し,臨 床的効果ならびに検出菌に対するNY-198の 細

菌学的効果についても検討 したので以下に報告する。

1対 象および薬剤投与方法

対象は1987年1月 より6月 までの間に金沢医科大学

病院,弥 生病院,公 立宇出津総合病院の眼科を受診 した

外眼部感染症患者29症 例で,16歳 ～82歳(平 均36歳)の

男性13例,女 性16例 であった。

外眼部感染症の内訳は炎症性霰粒腫 を含む瞼板腺炎

13例,麦 粒腫7例,涙 嚢炎5例,眼 瞼膿瘍3例,涙 嚢周

囲炎1例 であった。

上記の疾患に対 し,NY-198を300～600mg/日 投与 し

た。臨床効果判定は徳田らの評価方法1,2)に準 じて,3日

以内に治癒 したものを著効,7日 以内に治癒 または著 し

い症状の改善をみたものを有効,7日 以後症状の改善を

みなかったものを無効とした。

細菌学的検索では薬剤投与前 ・後に分泌物,膿 汁,結

膜嚢の擦過物の培養 を行ない,相 互生物医学研究所で分

離菌の同定およびMICの 測定を行なった。

II 結 果

対象29症 例 の臨床成績をTable 1に 示 した。29例 中

著効5例,有 効20例,無 効4例 で全体の有効率は86.2%

であった。NY-198が 無効であった例は全て慢性涙嚢炎

の症例で,そ の他の外眼部感染症については有効以上の

臨床成績を示 した。

薬剤の投与量 と日数に関 しては300mg/日 投 与群が9

例,600mg/日 投与群が20例 であったが,無 効であった4

例 については両投与とも各2例 ずつあり,全 症例の臨床

経過から両投与法の間に著明な差は認められなかった。

投与 日数については有効以上の成績 を示 した25例 で

は,お よそ3～7日 の投与日数で充分な効果を認めた。

無効例のうち症例No.5で は検出菌の変遷 もあ り16日

間の投与となった。

投与前後で検出された菌はStaphylococcus epider-

midisが12株/11例,Staphylococcus aureusが8株/6

例,Corymebacterium sp.が5株/5例 と高率に検出され

た。Pseudomonas sp.を は じめとするグラム陰性桿菌も

若干例検出された。

Table 2は 検 出株数の多かったブ ドウ球菌群と今回

の症例から検出されたグラム陰性桿菌のうち,NY-198

に対するMICを 測定で きたものについてまとめたもの

である。Sepidermidis,S.aureusと も0.78μg/mlに ピ

ークを認め
,0.39～1.56μg/mlの 間 に集中していた。S.

aureusでMICが6.25μg/ml以 上 であった2株 は共 に

症例No.1の 慢 性涙嚢炎から検出されたものであった。

6株 検出されたグラム陰性桿菌のうち,1株 を除いて
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Table 1. Clinical summary of patients treated with NY-198
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Table 2. Bacteriological response to NY-198

MICは0.2μg/ml以 下 であった。

今回の検討例では副作用を認めた症例はなかった。

m考 按

新キノロン系抗菌剤NY-198の 外 眼部感染症29症 例

に対する臨床的な有効率は86.2%で あ った。疾患別では

慢性涙嚢炎の一部を除いては,全 例有効以上の結果を得

た。対象症例が若干異なるため他の報告との比較は出来

ないが,既 に報告されている一連の新キノロン系抗菌剤

の外眼部感染症に対す る治療成績1～6)にほぽ匹敵 した効

果が今回の検討例についても得られたものと考えている。

投与量に関しては今回例数の多かった瞼板腺炎や麦粒

腫などでは300mg/日 と600mg/日 の 間で治療経過に特に

差はみられず,中 等症程度のこれらの疾患に対しては,

300mg/日 を3～7日 間投与するのが妥当であると考え

られた。

著者 らは本剤の眼内移行の検討を家兎眼で行なってい

る。現在まで得られた結果は20mg/kg経 口投与で,投 与早

期より薬剤は眼内各組織に移行すること力確 認されてい

る。最高濃度値 を示す時間は虹彩 ・毛様体では30分 後,

球結膜 ・角膜 ・涙液では60分 後であった7)。他の系統の抗

生剤との比較では,50mg/kg経 口投与時の β-ラ クタム

系抗生剤の眼内移行濃度 に比べて8),NY-198の 眼 内移

行は優れていた。各眼組織内への移行動態からみても,

各種外眼部感染症に対する治療効果を期待 して良いもの

と思われる。

今回の検討症例か ら検出された細菌に対す るNY-

198の 感受性は,ブ ドウ球菌については0.78μg/ml(菌 数

108)に ピークを示 した。グラム陰性桿菌に,よ り高い感

受性 を示すことも既に報告されている9)が,本 検討で も

少ない検出株数なが ら,同 様の傾向がみられた。今回同

時に検討した他のキノロン系抗菌剤 との比較では,NY-

198はnorfloxacin,enoxacinと ほぼ同等の薬剤感受性

を認 め た。

副作 用 につ い ては,本 検 討症 例 中 に は特 に 認 め るべ き

もの は な か っ た。 薬 剤 の 移 行 動 態,臨 床 効 果 よ り本剤 は

外眼 部感 染 症 に対 して,良 好 な治 療 効 果 が 期 待 で き る抗

菌剤 で あ る と考 え られ た。
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CLINICAL STUDY OF NY-198 IN EXTERNAL EYE DISEASES
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NY-198, a new quinolone, was administered orally in doses of 100-200mg three times daily to 29 patients with
external eye disease and the following results were obtained.

1) The clinical effect was excellent in 5 cases, good in 20 and poor in 4, the efficacy rate being 86.2%. The

patients with dacryocystitis responded poorly.
2) NY-198 showed almost the same antimicrobial activity as NFLX and ENX against clinical isolates.
3) No side-effects were observed.


